
 団体名 

八重瀬町立 新城幼稚園 
 連絡先  ＴＥＬ：098‐998‐5024 

    Ｅメール：arayou1@town.yaese.lg.jp 

 

 １ 実践事項（①幼・保・小・中・高・地域・関係団体との連携） 

 

「八重瀬町保幼小連携～新城幼稚園公開保育・合同研修会～」 

 

 ２ 実践内容 

（１）公 開 保 育 ・・・本町の保幼小連携の取り組みの一環として公開保育を行い、保育終了

後には講師からの指導助言と協議会を行う。 

（２）保幼小合同研修会・・・保育参観で見られた幼児の姿を読み取り“ドキュメンテーション”で

表し、保幼小職員で紹介し合う。 

 

３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 

  
４ 成果と課題 

  ○公開保育では、日頃の保育の迷いや悩みとしていた“遊びの終わらせ方”“飽和状態の回避方”

を講話から学ぶことができ、その後の保育実践や環境の再構成につなげることができた。 

  ○合同研修会で各園のドキュメンテーションを紹介し合ったことで、幼児の遊びから多くの学びが

あることに気付いた。また、ドキュメンテーションを作成していく中で、遊びを読み取ろうとす

ることが幼児の内面理解につながることがわかった。 

  ○遊びのマンネリ化を回避できるように、幼児一人一人の興味関心を読み取り遊びを予測し環境構

成を引き続き行っていく。 

（１）公開保育（１１月） 

  本町保幼小連携の取り組みの一環で、町内の保幼小職員が本園の保育を参観した。 

マック屋さんやおまつり屋さん、ゲーム屋さん、ダンスショーなどの遊びを楽しむ幼児の姿や教

師の援助を公開し、その後、保育の振り返りをもとに講師の指導助言や協議会を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（２）保幼小合同研修会（教育委員会主催）（１２月） 

 

 

 

 

 

公開保育での遊びの読み取りからドキュメンテーシ

ョンを作成した。各園で持ち寄ったドキュメンテーシ

ョンをもとに、遊びの中での子どもの学びを話し合っ

たり、講師からのドキュメンテーション作成時のポイ

ントや保幼・小での教育の違いなどについて学んだ。 


